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進化をつづけるライブラリアンになるために 
 

鈴木 正紀＊ 

 
 大学図書館員の持続的成長に必要な要件について検討を行った。以下の 3 点に言及した。(1)どういった知識や技能が必要か，(2)それら

をどういった方法で学んでいくか，(3)成長を可能とするための基本的態度。(1)については，LIPER の大学図書館班による知見とその構造

的把握に資する CILIP による Body of Professional Knowledge および国立大学図書館協会人材委員会による「コンピテンシー・モデル」

をとりあげた。(2)については，(i)外部の情報を積極的に取り込むこと，(ii)仕事に関連した資格取得，(iii)大学院での研究，(iv)そして身近

なところでできる日常的努力の方法等について触れた。(3)については，仕事に対するビジョンを持つことと，人とのゆるいつながりを維持

することの重要性を指摘した。 
キーワード：大学図書館員，持続的成長，スキルアップ，LIPER，Body of Professional Knowledge，コンピテンシー・モデル，自助努力，

図書館コミュニティ 
 

1．はじめに 

図書館員になるのが難しい時代である。いや，正確にい

えば，図書館で仕事をすることで必要十分な生活の糧を得

ていく，ということが難しい時代と言ったほうがいいのか

もしれない。それはここ 10 年余りの間に顕著になった事

態である。その 1 つの理由として，業務委託の拡大や専任

職員の非専任職員への置き換えが進んだことが挙げられ

る。委託の是非はさまざまに論じられるべきだが，とりわ

け普通に仕事をして普通の生活を送ることが困難なケース

が少なからず発生していることは問題としてもっと大きく

据えられるべきであろう。 
しかし筆者は，本稿ではあえて，図書館員になることよ

りももっと難しいことは，図書館員が「進化を続けること

である」という問題意識を持って，その課題をいかにすれ

ば克服していけるのか，ということについて私見を述べて

みたい。 
こうした話題でのキーワードはしばしば「スキルアップ」

とされる。よく，「スキルアップをするにはどうすればよい

か」ということが熱心な図書館員の間では話題となる。し

かし，スキルアップとは和製英語であり，母語の論者たち

は，“improve/develop one’s skill”という言い方をするよ

うである。確かに「どういった技術を身につければよいの

か」ということを明確にしていくことは大切なことである。

しかし，それと同時に，そこに人を向かわせる（スキルアッ

プをしようという気持ちを持ち，それを持続させる）要因

とは何かということを考えることもまた大切なことなので

はないだろうか。スキルアップという関心の中心にあるの

は「技術」である。それが大切であることはいうまでもな

い。しかし，本稿ではそれを尊重しつつも，同時にスキル

アップを実現するための方向性と駆動因といったものに注

目したい。すなわち，(1)図書館員はどの方向に進化をして

いけばいいのか，その指針（方向性），(2)具体的な方法，

(3)進化を実現させるための哲学，といったことに触れてい

く。そして，技術とそのベースとなる部分を考察すること

により，「進化」という大きな枠組みで「スキルアップ」の

問題を論じてみたいのである。 
昨夏，ある私立大学図書館のベテランと話をしていた際，

その方から「今の大学図書館員というのは，図書館という

館にいることで満足してしまっているのではないか」とい

う厳しい発言を聞いた。なぜそうしたことが起こるのか。

図書館員に「なったこと」で満足しているのか？ 図書館

員になってやりたいことがあったのではないか？ 
確かに，この国においては，職業人に対する業務評価と

いうのはいまだに曖昧模糊としている。たとえば，1 年間

の業務を評価されることによって，翌年の契約，給与など

の待遇が決まるといったことはいまだ定着していない（お

そらくこれからも定着はしないだろう）。米国の大学図書館

では，「アニュアル・レビュー」という，仕事に対する上司

の評価があり，仕事の成果（全体の 7 割），スキルアップ

のための努力（同 2 割）といったことが評価の対象となる。

また，それ以外にも 3 年レビュー，6 年レビューというも

のがあり，それをクリアしてはじめてテニュア（終身在職

権）を得ることができるという 1)。確かにそうしたことを

実際にクリアしていかなくては仕事の継続すらおぼつかな

くなるという中では，当時者は必死の努力をせざるをえな

いであろう。よく言われるように，そうした厳しい評価シ

ステムが，図書館界に限らず米国社会の活力を生み出して

いるということはおそらくその通りであろう。 
そうした「強制力」「しかけ」がないこの国の図書館界で，

個々人が進化をし続けるにはどうしていけばいいのかを，

以下で検討をしていく。なお，想定されている「図書館員」
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は大学図書館員であることをあらかじめお断りしておく。 

2．図書館員に必要とされる知識の体系 

 この節では，どの方向に進めばいいのか，つまり，どう

いった知識・技術を身につければよいのかということを，

検討する。 
 
2.1 LIPER 
2.1.1 研究の概要 
 2003 年度から 3 年かけて実施された，日本図書館情報

学会による共同研究「情報専門職の養成に向けた図書館情

報学教育体制の再構築に関する総合的研究」（LIPER：

Library Information Professions and Education 
Renewal）の成果の一部を紹介することから始めたい。こ

の共同研究プロジェクトでは，研究目標として以下の 2 点

が掲げられた。 
 
(1) 図書館を中心にかかわりのある機関（企業，情報セン

ター，博物館，美術館，文書館など）に所属する専門的

図書館員の配置状況や職務内容の歴史と現状を踏まえ

て，養成および研修にあたる機関がこれまでどのような

活動を行ってきたかを評価する。 
(2) 図書館および関連機関において必要な専門的知識技能

の範囲を明らかにし，養成および研修にあたる機関がそ

れをどのように分担して担っていくのか，また教育の質

を維持するための共通試験の導入，教育研修にかかわる

認定，評価方法など，今後の図書館情報学教育を進める

ための具体的指針を明確にするものとする。 
 
そのうえで，4 つの研究グループを編成し（図書館情報

学教育班，公共図書館班，大学図書館班，学校図書館班），

図書館情報学教育や就職の実態調査，あるいは館種ごとの

実態調査等の課題に取り組んだ。 
 大学図書館については，メンバー7 名が，(1)いくつかの

大学図書館に対するフォーカス・グループインタビューと，

(2)全国の大学図書館員に対する質問紙調査（各図書館に対

し「館長」「管理職」「中堅職員」「若手職員」の別に質問紙

を送った）を行った2)。 
 このうち本稿に関することとして(2)に言及し，とりわけ

「大学図書館員に必要な知識・技術」について得られた知見

を紹介する。 
2.1.2 Body of Professional Knowledge 
 この調査では「必要な知識・技術」として全部で 52 の

項目を挙げ（「資料・メディア」13 項目，「（資料）組織化」

5 項目，「サービス」10 項目，「マネジメント」6 項目，「そ

の他」18 項目），その必要度（「ぜひとも必要」「どちらか

と言えば必要」「あまり必要でない」「必要でない」）と，ど

のようなかたちで習得するのが望ましいか（大学の図書館

情報学教育，大学院教育，各種研修会等），を尋ねている。

ここで挙げた 52 項目は，先行研究である東京大学による

1989 年の調査（全 39 項目。「資料・メディア」8 項目，「（資

料）組織」3 項目，「情報・資料利用」8 項目，「図書館管

理」5 項目，「その他」15 項目）3)を引き継ぎ，その後 10 余

年間の環境変化を反映して改変したものとなっている。 
 LIPER 大学図書館班では，集計により得られた結果を評

価する枠組みとして，英国図書館情報協会（CILIP）の「専

門職知識の体系」（BPK：Body of Professional Knowledge）
を用いた4)。この BPK では，（図書館員を含む）情報専門

職に必要とされる知識・技術が「中核となる知識・技術領

域」（Core Schema），「実現環境の知識・技術領域」

（Application Environment），「汎用的・移転可能な知識・

技術領域」（Generic and Transferable Skills）の 3 層に分

けられ，それが同心円を形成するという構造になっている。

以下に，その整理したものを示す5)。 

表 1 大学図書館員に必要な知識・技術の体系 

中核とな
る知識・
技術領域

①既存サービス（二次資料・参考図書，資料目録法・
オンライン目録システム，参考調査サービス，情報
検索技術，図書館・文献利用教育，閲覧･貸出サービ

ス） 
②図書と図書館（古典籍，資料保存，メディアの歴
史，障害者サービス，図書館建築，図書館史，書誌

学） 
③新しいサービス（ネットワーク情報資源，逐次刊
行物，電子ジャーナル，官庁刊行物・特許資料，そ

の他の非図書資料および利用機器，ドキュメントデ
リバリーサービス，図書館業務システムの運用，管
理） 
④資料組織化（メタデータ，分類法・件名法，索引
法，抄録法，二次資料/DB 作成） 
⑤コレクション形成（分野別専門資料，資料選択，

コレクション構築と評価，主題専門知識） 

実現環境
の知識・
技術領域

①図書館の基準やネットワーク（知的財産権・著作
権，図書館ネットワーク・図書館協力，利用者のプ
ライバシー，図書館関係法規・基準） 
②情報・出版流通（知的自由・検閲，外国大学図書
館事情，出版流通/学術情報流通，高等教育事情） 

汎用的・
移転可能
な知識・

技術領域

①コミュニケーション（カスタマケア，広報活動，
ウェブコンテンツの構築・管理，プレゼンテーショ
ン技術，文書・企画書の作成，会話･接遇，研究調査

法，利用教育などにおける教授法） 
②情報技術（データベース等の運用・管理，ネット
ワークの運用・管理，プログラミング） 
③経営管理（経営理論・手法，大学行財政，予算管
理・会計） 
④外国語（英語，英語以外） 

図 1 BPK の同心円的三層構造 

中核となる知識・技術領域

実現環境の知識・技術領域

汎用的・移転可能な知識・技術領域

中核となる知識・技術領域

実現環境の知識・技術領域

汎用的・移転可能な知識・技術領域
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 近年必要性が強調されるようになった，コミュニケー

ション力であるとか，企画力，経営能力というのは，この

体系では「汎用的・移転可能な知識・技術領域」に分類さ

れる。従来から言われてきた「専門的知識・技術」と新た

にいわれるようになったこれらとがどういった関係をなし

ているかというのが，この BPK ではよく整理されてとい

ういることが言えるであろう。 
 
2.2 国立大学図書館協会によるコンピテンシー・モデル 

国立大学図書館協会（以下，国大図協。）の人材委員会は

2007 年 3 月に，「大学図書館が求める人材像について：大

学図書館職員のコンピテンシー（検討資料）」公表した6)。 
ここでは「コンピテンシー」（仕事上の役割や機能をうま

くこなすために個人に必要とされる，測定可能な知識，技

術，能力，行動，その他の特性のパターン：同報告書より）

という枠組みを用いて，大学図書館員にとって必要となる

知識・技術を，「専門的コンピテンシー」と「一般的コンピ

テンシー」の 2 つに分けて整理をしている。一例を挙げる

と，専門的コンピテンシーの 1 つとされている「経営管理」

には，「ビジョン」「使命」「評価」「情報戦略」「合意形成」

「財源確保」「コンプライアンス」といったコンピテンシー

の細目が列記され，それぞれについて具体的な「行動特性」

が記述されている。たとえば，「評価」では「大学や利用者

の要請に応えているかどうか，パフォーマンス測定や利用

者の満足度調査等のツールを用いて，情報資源，サービス

及び業務処理を定期的に評価する」とある。また，一般的

コンピテンシーについても，たとえば，「コミュニケーショ

ン」の細目として「情報伝達」が挙げられており，その行

動特性は「利用者や大学役員に対し，口頭あるいは文書に

より専門的なことを平易にわかりやすく表現する」と記述

されている。また，「創造性・革新性」においては「図書館

界内外の新しい動向をモニタし，新たな改革の機会を開拓

する」というように記されている。「具体的」という意味に

おいては，先の BPK 以上に具体的である。特に，必要と

なるコンピテンシー（直訳すれば「能力」）について，それ

をどのような振る舞いとして具体化させる必要があるか，

ということまで述べているという意味では大変わかりやす

い，読む側がイメージしやすいものとなっている。換言す

れば，より現場の目線によって表現されているということ

ができよう。表 2 に，挙げられているコンピテンシーの一

覧を示す。 
従来，図書館員にとって必要とされる知識・技術は，「図

書館員の専門性とは何か」という文脈の中で論議されてき

た。それは，古くは目録をとる能力と言われたり，選書能

力と言われたり，あるいはレファレンスの能力と言われた

り，この 10 年余の中ではそこに経営能力が加わったりと

いった経過をたどってきている。また，ある時期には「利

用者を知る，資料を知る，利用者と資料を結びつける」と

いった抽象的な文言にまとめられ，図書館界がそれで満足

してしまったかのような時期もあった。しかしながら，こ

の系譜の中には「具体性」が欠けている。詳しく述べる余

表 2-2 
一般的コンピテンシー・モ

デル 
行動特性 

(1)意思の疎通 図書館内外の人たちと効果的に意志
の疎通を図る。 

E.コミュニ
ケーション

(2)情報伝達 利用者や大学役員に対し，口頭ある
いは文書により専門的なことを平易
にわかりやすく表現する。 

(1)知識・スキ

ルの共有 
学内の他の組織との連携を図り，相

互に知識やスキルを有効利用する。

(2)資源の共有 組織内外の他の図書館あるいは情報

サービス施設との協力関係を形成
し，資源を共有する。 

(3)教員等との
連携 

教員，研究者等と連携して，学生の
学習及び情報リテラシー教育を支援

する。 

F.連携・協

力 

(4)専門職集団 国及び地域における図書館関連活動

に積極的に参加し，専門的知識・ス
キルの向上及び共有を図る。 

(1)情報関連課
題 

専門的な知識やスキルを活用し，多
様な情報関連課題を解決することを

示す。 

G.問題解決

(2)チャレンジ 新しいサービス等の実施にあたっ

て，リスク，実験，失敗を厭わない
熱意と勇気を見せる。 

H.継続学習 (1)キャリア形
成 

継続的学習や個人的成長等，自らの
キャリア形成に取り組む。 

 

表 2-1 国立大学図書館協会によるコンピテンシー・モデル 
※紙幅の関係で専門的コンピテンシーについては「行動特性」を
割愛した。 

専門的コンピテンシー・モデル 

(1)ビジョン (1)情報サービスの開

発・運用 
(2)使命 (2)アクセスツール 
(3)評価 (3)情報資源提供 
(4)情報戦略 (4)インタビュースキル

(5)合意形成 (5)情報リテラシー習得
支援 

(6)財源確保 (6)利用者中心のサービ
ス 

A.経営管理

(7)コンプライ

アンス 

C.情報サー

ビスの運用 

 

(1)蔵書構築 (1)システム開発 
(2)主題知識 (2)情報利用環境 
(3)情報資源流
通 

(3)国際標準 

(4)ニーズの把

握 
(4)セキュリティ 

(5)研究成果情

報 
 

(6)コンソーシ
アム 

 

B.情報資源

の管理 

(7)特集資料 

D.情報通信

技術の活用 
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裕はないが，これらの議論はともすれば観念的であり，ま

た情緒的であり，同じことが繰り返し繰り返し述べられる

ということも含めて，議論の蓄積と深化といったことに必

ずしも十分な寄与はしなかったように思われる。東京大学

による調査とそれを引き継いだ LIPER 大学図書館班の調

査，および国大図協の報告書は，必要な知識と技術を具体

的なレベルで明らかにしようとしており，LIPER ではさら

にそれを BPK の枠組みによって構造化し，国大図協の場

合は「コンピテンシー・モデル」によってイメージしやす

いものとすることができている。特に BPK によって，古

くから言われてきている専門的知識・技術と新たに必要と

されるようになったそれらに関する構造化された見取り図

を私たちは得られたということができるのではないだろう

か。今後の議論はこれらの知見を踏まえてなされることを

期待したい。 

3．何をどのように学ぶのか 

 国立情報学研究所（NII）の教育研修事業として開催さ

れている研修の 1 つに「大学図書館職員短期研修」がある。

若手職員（一応 35 歳以下，ただし 36-39 歳でも応募状況

により受講可とされている）を対象とし，4 日間の日程で

開催されている（東西で 2 回開かれ，それぞれ東京大学，

京都大学が会場となっている）。この研修に，2006（平成

18）年度から「図書館職員のスキルアップ法」という講義

枠が設定され，現在（2010 年度）に至るまで続いている。

2006 年度は小山憲司（国立情報学研究所，当時）が担当し，

筆者が 2007-2009 年度を担当，そして 2010 年度は赤澤久

弥（奈良教育大学学術情報研究センター図書館）へとつな

いでいる7)。 
ここでは筆者のそこでの講義をベースに，具体的なスキ

ルアップ法について述べていきたい8)。 
 
「スキルアップ」は，自らの仕事に真剣に取り組んでいる

人であればだれしもが志向することであろう。しかしなが

ら，そのことを考えるためには，(1)自分を取り巻く環境は

どうなっているのか，(2)どういった能力が求められている

のか，そして(3)それらをどうやって身につけるのか，を理

解することが必要である。 
環境については，20 世紀末から今世紀最初の 10 年近く

の変化として，以下のことが指摘できる。 
(1) 大学が国公私いずれも「法人」という位置づけによっ

て同列に立った 
(2) ｢自己責任社会」と言われるようになった 
(3) 高度情報化社会（ネットワーク社会）となった 
(4) グローバリズムが進展した 
(5) 人口減少社会となった 
また，大学図書館界の環境をラフスケッチすると，以下

のことが指摘できる。 
(1) 専任職員が（特に若年層において極端に）減っている 
(2) 多様な雇用形態のスタッフがかつてないほど混在する

ようになった 
(3) 情報センターとの統合／再分離，ある場合には「機構」

となるなどの組織改革がさまざまに行われている 
 
 そうした中で仕事を遂行する図書館員は，一方でその大

学（法人）の職員であるとともに，他方では図書館員とい

う独立した職業人であるという 2 つの顔を持つことにな

る。したがって，図書館員にとって必要となる知識・技術

は，この 2 つの側面を包摂したものであることが必要とな

る。また，専任職員が減って非専任職員が増えたことによ

り，たとえば，専任の若年職員であっても非専任職員に対

する管理的業務を求められたりといったような，環境変化

がもたらす業務の変化といったものが起こる。また，これ

を含めて，自らが組織の中でどういった立場にいるのか（年

齢，職位等）を理解し，そのうえでどういった立ち位置を

取ろうとするのか，といったことを考える必要もある。 
 これらの環境変化，特に大学と大学図書館の変化を理解

するためには，以下の文献が役に立つ。 
 
「今後の『大学像』の在り方に関する調査研究（図書館）

表 2-3

(1)柔軟性 利用者等の情報ニーズの変化に対応
するときは，喜んで新たな責務を引

き受ける。 

I.柔軟性・
積極性 

(2)積極性 積極的な態度・意欲を維持する。 
(1)資源活用計

画 
資源（人的資源，情報資源，財源等）

の最も効果的な活用計画を策定す
る。 

(2)課題解決方
策 

組織の強み，弱点，課題等を十分に
理解し，効果的な活用，改善，解決

のための戦略を策定する。 

J.戦略策定 

(3)成果達成 条件の変化に対応して，戦略を修

正・変更し，成功に結びつける。 
K.創造性・
革新性 

(1) イ ノ ベ ー
ション 

図書館界内外の新しい動向をモニタ
し，新たな改革の機会を開拓する。

(1)状況判断 大学運営に如何にすれば図書館が貢
献できるか考える。 

L.視野の広
さ 

(2)優先順位 事柄の重要性に従って適切な優先順
位を与える。 

(1) プ レ ゼ ン
テーション 

利用者の理解度や見方を理解し，明
確で簡潔なプレゼンテーションを行

う。 

M. 表 現
力・交渉力 

(2)交渉力 優れた交渉術を示す。関係者すべて
にとって最も有利な契約条件を獲得
する能力を示す。 

(1)相互信頼・
相互尊重 

部下，同僚，利用者等に，誠実，尊
敬及び公正性をもって接する。 

N.公平性 

(2)機密保護 利用者の機密及び組織のセキュリ

ティを保護し，重視する。 
(1)チームプレ

イ 
チームの一員として他のメンバーと

協力して働く。 
O. チ ー ム

ワーク 
(2) リ ー ダ ー
シップ 

協力と指導と支持のバランスを認識
し，リーダーシップと協力のスキル
を向上させる。 

P.調査研究 (1)実践研究 図書館情報学に関連する実践的な研
究を行う。 
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－大学図書館の課題と新たな試み」筑波大学大学院図書館

情報メディア研究科（2007 年 3 月）［文部科学省『先導的

大学改革推進委託事業』］9) 
 
 この報告書は，まず「大学図書館をめぐる状況」（第 1
章）を把握したうえで，2 つのトピック「学生の学習と図

書館」（第 2 章），「情報資源管理の方向性」（第 3 章）に関

する課題を整理し，今後の「サービス展開の方向性」（第 4
章）とそれを支える「図書館の組織と人的資源」（第 5 章）

の問題を論じる，といった構成になっている。公表されて

から数年が経過しているが，いまだに基本文献として有用

であることは間違いない。 
 
環境を理解したうえで，ではそうした中でどういった能

力が必要となるのかが次の問題である。この点についての

枠組みとしては，すでに述べた CILIP の BPK を援用した

LIPER 大学図書館班の報告と，国大図協の「コンピテン

シー・モデル」が有用である。 
 
こうしたことを踏まえ，具体的にどういったことをすれ

ばいいのか。それを以下の 6 点にまとめてみる。 
(1)新たな情報を常に取り込む姿勢を持つ 
(2)研修会・講習会への参加 
(3)海外研修 
(4)資格取得 
(5)大学院での研究 
(6)自分一人でもできる日常的努力の一例 

 
(1)新たな情報を常に取り込む姿勢を持つ 

1 つの職場で得られる知識・経験にはおのずから限界が

ある。そうしたことから，職場の外の世界に関心を向け，

そこから情報を取得する，そして人とのネットワークを

作っていくことはとても重要なことである。とりわけ国公

私といった設置母体を超えた関係，そして業種を超えた関

係を構築することをお勧めしたい。大学は「法人」という

意味では共通の土俵に立っているのであり，国立公立が

培ってきた経験と私立のそれが交流できることは有益なこ

とであろうし，業種を超えての交流は，立場の違いからく

る考え方の相違を知りそこから共通の利益を考えるといっ

たことを促がす貴重な経験の場となるであろう。 
具体的には，学会や研究団体，職能団体への参加，メー

ルマガジンの購読，メーリングリストへの参加，アラート・

サービス，RSS，Twitter の活用，有用なウェブサイトや

ブログのチェック，そして自分の目で多くの図書館を見る

といったことが挙げられる。 
各種団体への参加について言えば，「個人で加盟する」こ

とが重要であることを指摘しておきたい。各図書館は何ら

かの団体に（おそらくいくつも）加盟しており，そうした

枠組みの中でさまざまな交流が可能であろう。もちろんそ

れはそれで重要なのだが，一方，個人として団体に参加す

ることはそうした組織の後ろ盾を持たず，一人の図書館人

としてそこに関与することを意味する。職場を背負うこと

なく，一個人として団体に参加し，そのメンバーと付き合

うわけである。呑海沙織はその一例として，個人加盟の研

究団体である大学図書館問題研究会を事例として取り上

げ，図書館員のキャリア形成における職能・研究団体（図

書館コミュニティ）が果たす役割について論じている10）。 
実際の団体については筆者のプレゼンテーション資料に

記してあるので，ご覧いただきたい11)。 
 
(2)研修会・講習会への参加 
 図書館は大学の他の領域と比べても研修会・講習会の開

催数は多いということは間違いないであろう。それだけ充

実しているということである。あえて難を言えば，それが

まだ体系的に整備されていないということであろうか12)。

どういった研修があるか，基本的な整理は，小山によって

行われているし13)，メルマガを購読したり，RSS の設定を

しておいたり，メーリングリストに参加することによって

それに関する情報は十分に得ることができる。そうした中

で筆者が強調しておきたいのは企業，とりわけ情報関連企

業によるセミナーの有用性についてである。これらの企業

はわれわれ図書館界と深いつながりを持っており，それは

近年ますます強くなってきている。そうした企業は情報技

術を駆使した情報サービスについてはわれわれよりもその

先端的な動向を把握しており，セミナーではそうした情報

が披露されることが多い。最新の動向を把握するための大

変良い機会なのである。また最近では講演だけでなく，グ

ループ・ディスカッションなどを入れたワークショップ形

式のものも行われるようになってきている。そこで取り上

げられているテーマ自体が有益であるとともに，その運営

スタイル（運営のノウハウ）を知ることも学びの 1 つであ

る。 
 
(3)海外研修 
 国立大学図書館協会，私立大学図書館協会ともに，近年

整備が進んできている領域である。機会があれば参加した

ほうがいいことはいうまでもない。『大学図書館研究』には

派遣された人のレポートがいくつも掲載されているし14)，

私立大学図書館協会のサイトでも派遣報告書が公開されて

いる15)。また各大学には職員を対象とした海外研修制度を

持っているところもあるであろうから，そうした制度を活

用することも考えてよいであろう。 
 この海外研修を考えるとき，どうしてもネックになるの

は大半の人にとっては外国語を使う能力の不足（という意

識）であろう。多くの場合，英語を使うことになるであろ

うが，よく言われるように読解はまだしも，実際に聞いた

り話したりということにおいて，日本人はどうしても引き

気味な態度をとってしまいがちである。しかし，英語（外

国語）を「話せるようになりたい」というのは言語習得に

当たっては誤解のもとになりやすい，ということを筆者は

指摘しておきたい。『英語は絶対，勉強するな！』16)という

本がある。この著者は，そもそも英語を勉強する（study）
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ことが間違いで，英語（言語）は習う（learn）ものである

ことを理解することが必要であるという。そして幼児が言

語を習得するプロセスに即して，成人も聴くことから始め

ること（そしてそのうえでたくさんしゃべること）の重要

性を力説している。筆者自身，このプロセスを（十分とは

言えないが）試してみたところ，聴くことから始めること

の有用性は十分に実感することができた。また，もう 1 つ，

日本人は「正しい英語」を使うことについての強迫観念を

持っている。『ニホン英語は世界で通じる』17)の著者は，英

語の世界共通語化が進んだことにより，英語を母語としな

い英語のスピーカーが増えたことも手伝って，逆に英語の

方言化が進んだとしている（たとえば，シンガポールの「シ

ングリッシュ（Singlish）」）。著者は，英語はコミュニケー

ション・ツールであると割り切って，ともかく自信を持っ

ていろいろな場で使うことを勧めている。ノン・ネイティ

ブの英語が日本人にとって意外に聞き取りやすいといった

経験をした人は少なくないのではないだろうか。こうした

考え方はまだ多数派ではないようであるが，ノン･ネイティ

ブ・スピーカーがツールとして英語を駆使してコミュニ

ケーションをしているという現実において，この著者の考

え方は，外国語に対する苦手意識を少しでも中和するには

効果的な考え方であると筆者は考える。 
 
(4)資格取得 
資格取得のための努力がスキルアップにつながることは

いうまでもない。ICT 系，語学など，いくつもの領域で考

えられるであろう。 
 
(5)大学院での研究 
 図書館員を対象とした社会人大学院は，地域的な偏在は

あるが，開設する大学が増えてきている。諸外国，特にヨー

ロッパ，米国では，一定の職業経験を経たのち大学（大学

院）に入るという選択をする人が少なくないようである。

そうした行き方に近いのがこの社会人大学院生ということ

ができるだろう。自らの職業経験から生じたさまざまな課

題を自らコスト（時間・費用）をかけて解決しようという

動機によって取り組まれているのであり，問題意識とコス

ト意識が明確なだけに得られるものは多いということが言

えるだろう。そもそも学生に論文の書き方を指導するのに，

自らが研究の経験や論文・記事の執筆経験が貧弱であった

のでは話にならない。大学院はそうした意味でのトレーニ

ングの場ともなるし，自身の実経験に裏打ちされた学生へ

の指導は，説得力を持つことができるであろう。 
国際基督教大学図書館の畠山珠美は自らの社会人大学院

生としての経験を報告している18)。これに触れることで，

さまざまな苦労の末に得られる悦びやメリットを私たちは

知ることができる。 
 また，選択する研究の領域は何も図書館情報学である必

要は必ずしもない。たとえば，図書館経営の研究をしたい

のであれば，経営学大学院を選択するほうがよいという考

え方も成り立つであろう。また，ある主題（たとえば，日

本文学なり法学なり）を学ぶということも考えられる。前

者に関して言えば，図書館という組織体を，社会にあまた

存在する組織体にいったん還元し，それらとの比較の中で，

その特性，ミッション，将来の可能性といったことを考え

るには，むしろ経営学プロパーのコースを歩んだほうが得

られるものが多いかもしれない。 
 
(6)自分一人でもできる日常的努力の一例 
 スキルアップの手段とはなにも日常とかけ離れた特別な

ことでなくてはならないということはない。ここでは日常

のちょっとした努力を続けることでできることを紹介して

おきたい。 
それは，篠原俊夫（京都大学附属図書館，当時）が，『大

学の図書館』の巻頭エッセイで提唱した「1 日，ワン・アー

ティクルのすすめ」というものである19)。これは「語学の

勉強」というような肩肘を張ったものではなく，面白そう

な論文を 1 日 1 本読むということを習慣化してはどうか，

という趣旨の提案である。篠原は具体的には College & 
Research Libraries 掲載の論文から関心のあるテーマの論

文を読んでみることを勧めている。こうすれば 1 年で約

300 本の論文を読むことができる。現在で言えば，インター

ネットの恩恵で，College & Research Libraries News20)

が無料で読めるという状況があるわけだから，ソースとし

てはこれが適当であろう。よく言われるように，小説など

に比べると特定領域を対象とした論文は語彙が限られてい

ることもあって読みやすい。外国語の理解力向上，外国へ

の理解の深化，そして先端的動向の把握，といった，さま

ざまな恩恵が，この努力の末に約束されている。 

4．スキルアップの意欲を支えるものは何か 

 ここまで，大学図書館員は，なにを目指して，それを実

現するにはどのようにすればよいか，といったことについ

て，筆者なりの考えを述べてきた。最後に，そもそもスキ

ルアップ，本稿のタイトルから言えば図書館員が「進化」

をし続ける，その駆動因となるのは何なのか，ということ

について不十分ながら私見を述べておきたい。 
 リッツ・カールトン・ホテルは，質の高い優れたサービ

スを提供するホテル・グループとして知られている。元日

本支社長の高野登は『リッツ・カールトンが大切にするサー

ビスを超える瞬間』21)の中で，仕事の質を継続的に上げてい

くためのヒントを提供してくれている。 
そもそもリッツ・カールトンでは，「技術は訓練できても

パーソナリティは教育できない」という考え方のもと，採

用試験の際には，面接に時間をかけ，職業に対する適性を

見るだけでなく，感受性はどの程度あるのか，倫理観の強

さはどうか，自立心はあるかなど，応募者のパーソナリティ

をさまざまな角度から探っていき，最終的には，それらを

含めて，「リッツ・カールトンの理念を共有できるのかどう

か，最高のサービスを提供できる素質があるのかどうかを

判断する」としている。また，レストランでもっぱらお客

の食べ終わった皿を片づける仕事をしている人や，部屋の
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シーツを変えるといった，ホテル全体の中では比較的単純

な仕事をしている人でも，1 年もたてば，感性の高いスタッ

フとそうでない人の仕事に圧倒的な差ができるという。高

野はこの原因を「会社が自社のミッションをきちんと従業

員に理解させているかという問題が大きい」としている。

つまり，「ホテルのビジョンを，従業員が心から理解してい

れば，おのずと自分が何をするべきなのが見えて」くるの

であり，「単純な作業をロボットのようにただこなしていく

だけでは，やがて感性は摩耗し」ていく。しかし，「そこに

明確な目標やビジョンが加わると，単純な作業も自分の感

性を発揮できる仕事へと様変わりする」「従業員の感性を鈍

らせてしまうのは，単純作業や地味な仕事ではなく，『ビ

ジョンなき仕事』」だとしている。 
 数年前，ある集りで大学図書館関係者数人と話していた

際，「就職して最初のころはだれでも光ってるんだがなぁ

…」ということが話題となった。この言葉の先には「しか

し数年たつと…」というニュアンスが込められている。冒

頭で紹介した私立大学図書館のベテランの話もここにつな

がる話なのかもしれない。高野が紹介するリッツ･カールト

ンの例は，「ビジョン」「理念」が私たち一人一人の仕事の

中にきちんと位置付けられているかといったことの検討を

迫ってくる。「ビジョン」「理念」を持つことで，人は継続

的努力を，おそらくは謙虚さを持って続けることが可能と

なる。そして，そうした姿勢は自らの仕事に対する「誇り」

も生む。ビジョンは大学ごとにあるだろうし，特に私立大

学には「建学の理念」といった組織ビジョンがある。また

一方で，個別組織を超えた「図書館の理念」といったもの

もあるだろう。 
「理念」「ビジョン」といったものを持ち，自らの所属す

る組織（あるいはコミュニティ）の中でそれを共有するこ

とが，自分を今よりも進化させようという意識をもたらす

と筆者は考える。理念やビジョンがないとき，仕事は自己

目的化し，図書館（という仕事）を通じて自分は何をしよ

うとしているのか，ということの検証がおろそかになる。

リッツ･カールトンでは，良質のサービスを提供すること

は，お客に最高のおもてなし（ホスピタリティ）を提供す

るという目的を実現する手段となっているのである。 
「理念」「ビジョン」を持ち，それを周囲と共有する。そ

して，その検証を続ける（＝｢反省する」）ことは，基本的

には本人の自助努力だと筆者は考える。本人が自覚を持っ

て取り組むことがなければそもそも反省などありえないこ

とだからだ。しかしながら同時に，一人だけではできない

とも考える。高野は従業員が理念を共有するためのさまざ

まな仕掛けがリッツ･カールトンにはあると，自著の中で紹

介している。 
継続的に進化するための「しかけ」が大事なのである。

その 1 つとして挙げられるのがわれわれにとっての「コ

ミュニティ」，図書館コミュニティの存在である。筆者自身，

20 年前後図書館員として仕事・生活をしてきて，モチベー

ションが上がったり落ちたりという波は何度となく経験し

ている。モチベーションが落ちた時，それがよい方向に展

開するきっかけとなったのは，（職場の同僚の励ましはもち

ろんあったとして，その上で）たまに会えば話をするよう

な友人（同じ図書館員であったこともあるし，出版界など

の関連業界の友人でもあった）とたわいもない話をしたり

とか，小さな研究会を立ち上げるから参加してみないか，

という誘いをもらったりとか，ということからだったよう

に思う。そしてそこでそれまで知らなかった人々と知り合

い，刺激を受けたことがきっかけとなったこともある。こ

うしたつながりは，社会学者の玄田有史がいうところの「ゆ

るいきずな（weak ties）｣22)ということではないかと思う。 
「人脈」といってしまえばそれだけの話になってしまうの

かもしれないが，それはともすれば同じ業界，近くにいる

人，といった「ストロング・タイ」（strong ties）の人たち

とのコミュニティが想定されることが少なくないように思

われる。その関係の中では価値観はかなりな程度共有され

ていることが多く，多様な価値観というのに触れることは

なかなか難しいかもしれない。もちろん，そうした関係は，

人と人の基本的なつながりとして大切なのだが，一方で玄

田のいうように，他業種の人などと「ゆるくつながる」こ

ととも併せて意識していくことが大切であると思われる。 

5．終わりに 

 以上，「スキルアップ」とそれを包摂すると筆者が考える

ことについて述べてきた。 
 図書館の仕事というのは，個人の裁量に任される部分が，

他の部署の仕事よりも多いのではないだろうか。それは，

ともすれば楽をしようという方向に流れる危険があるし，

他方，際限なくやりすぎて燃え尽きてしまうというリスク

もある。どちらも望ましいことではない。職業生活は長い

のであり，調子のいい時もあれば悪い時もある。その時々

で，自分の考えを常に検証する姿勢を持つことが大事であ

ろう。長い時間の中で環境が変化するのは当然である。そ

の中では，自分がやろうとしていたことの再検討を迫られ

ることもあるかもしれないし，あるいは，やろうとしてい

たことを実現するための新たな方法が提供されることがあ

るかもしれない。「生き残るのは強いものではない，環境に

適応するものである」といったのはダーウィンだそうだが，

変化に対する柔軟な姿勢と思考，でも理念は忘れない，そ

れに向かうため，与えられた環境の中で知恵を絞って考え

る--そうした職業人を私たちはプロフェッションと呼ぶこ

とができるのではないだろうか。 
「愉しさ」は，物事を活性化させるうえで有効であると最

近よく言われるようになった。人間の体についても，笑い

は免疫力を高める効果があるという。現実に仕事をしてい

れば修羅場をくぐらなくてはならないこともある。しかし，

基本姿勢がポジティブであることは，総じて自分や周囲を

よりよく生かす道につながっていくのではないかと筆者は

最近考えるようになった。ワークライフ・バランスを大切

にし，人と愉しく共同・協働していけるよう，努力をして

いきたいと考えている。 
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